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　　三帰依文　　　　　三宝（仏、法、僧）に帰依する

南無帰依仏　　ほとけさまに帰依します。
　　　　　　　　　ブッダン、サラナン、ガッチャーミ（パーリ語）

南無帰依法　　お釈迦様の教え、あるいは真理に帰依します
　　　　　　　　　ダンマン、サラナン、ガッチャーミ

南無帰依僧　　仏陀を信じ、仏陀の教えというものを信じている人間の集　
　　　　　　　まりに帰依します。
　　　　　　　　　サンガン、サラナン、ガッチャーミ

サンガ（僧伽）には「集まり」という意味があって「僧侶」という意味ではなかった
ということなのです。
また「サラナ」は「シェルター」つまり「防空壕」「避難所」ということで
ブッダン、サラナン、ガッチャーミは「仏陀という避難所に行きます」
ダンマン、サラナン、ガッチャーミは「仏陀の教えという避難所に逃げ込みます」
サンガン、サラナン、ガッチャーミは「仏教者の集まり、私はそこに逃げ込みます」
ということなのです。
ですから、仏と法と僧に帰依するということは、「そこに逃げ込んだら世間の荒波が追
いかけてこないよ」という意味でもあるのです。
今の社会を見渡しますと、大人も子供も世間の荒波に揉まれて、疲れています。
その荒波から逃れて、ほっとできる場所が「家　庭」なのです。
「家　庭」はそういう場所であってほしいのです。
勉強があまり好きでない子が、算数の試験で40点をとった。これじゃあだめだと自分
から一所懸命勉強して、次回は 60 点とった。その子はよろこんで家に帰ってきて、答
案用紙をお母さんに見せる。ところが 60 点の答案用紙を見て、現代のお母さんはほめ
たりしません。「隣の子は何点だった？」「80 点だった」「なんであんたは 60 点なの。
もっと勉強しないとダメじゃないの。塾に行きなさい。」なんて他人とくらべる。子供
もたまりかねて「50点の子もいるよ」というと「他人のことはどうでもよろしい」とこ
んな調子です。これでは避難所になるどころか、家庭からおいだしているのと同じこと
です。
平等にすることがだいじな社会にあっては、家庭の独自性は益々だいじになります。
世間の物差はすてて、家庭が「サラナ」仏教者の集まりである「避難所」であってほ
しいものです。

　御挨拶　　住職　　堤　俊翁

もう３月になりました。
毎日があっと言う間に過ぎ去って、ひとと
きもとどまってはくれません。
毎朝、本堂でお勤めをすることから私の1
日は始まりますが、最近は音楽を流していま
す。
それは癒しの音楽です。それは、とてもい
ごこちがよくて、その音を聞いていると心拍
や呼吸が自然とおだやかになり、冥想に入り
やすい音楽だということです。
これは、1月の御忌法要の時、布教にきて
いただいた山上上人のお弟子さんで、指圧師
でもある遠藤　喨及という方が、お念仏をし
ている時に聞こえてきたメロデイを曲にした
ものです。
まさに、私達の心の深層に響くものといえ
るでしょう。
そうやって本堂にいると、阿弥陀様のまえ
から離れたくないような気分になります。
そんな時間を過ごせるお陰で、毎日が心豊
かに送れるようです。
お釈迦様は、お亡くなりになるとき「私は
喜びにつつまれて、この世を去っていく」と
おっしゃいました。
足早に過ぎ去っていく1日１日を喜んで、
送ることができれば、人生の最後も喜んでむ
かえられるのではないでしょうか？
この喜びを一人でも多くの人に知ってもら
いたいものです。
彼岸法要も間近となりました。
この機会に是非、本堂に参拝していただい
て、実感して下さい。

 （癒しの時間）へのお誘い
　光輝く阿弥陀様の前、夜の本堂で、ほっとするひとときを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　     癒しの音楽とビデオ映写会癒しの音楽とビデオ映写会癒しの音楽とビデオ映写会
第１回　第１回　第１回　第１回　第１回　

　　　4月12日（木）
18：30より 癒しの音楽『Ｒｙｏｋｙｕ　Ｅｎｄｏ』
19：00より ビデオ映写会『リトル、ブッダ』
　　　　　　若い方々にも是非参加していただきたい催しです。
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こ
の
場
合
は
問
題
で
あ
ろ
う
。
人
間
に
は
心
の

正･

不
正･

強
い･

弱
い
が
あ
る
。
全
て
の
人
に
平

等
と
い
う
思
い
や
り
が
時
と
し
て
不
幸
な
結
果
を
招

く
こ
と
も
あ
る
。そ
う
な
ら
な
い
為
に
は
宗
教
と
信

仰
が
必
要
不
可
欠
な
要
素
と
し
て
人
間
社
会
に
求
め

ら
れ
る
。平
等
心
よ
り
全
て
の
人
に
教
育
が
必
要
と

さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
宗
教
者･

教
育
者
の
真
の
何

た
る
か
が
自
覚
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と

と
思
う
。学
問
も
目
的
と
方
法
に
依
っ
て
答
え
を
導

き
出
し
、
そ
の
答
え
が
普
遍
的
な
答
え
で
な
け
れ

ば
、学
問
す
る
人
に
目
的
と
方
法
と
答
を
見
窮
め
る

目
が
な
け
れ
ば
、学
問
と
そ
れ
に
依
る
知
識
は
活
き

て
来
な
い
の
で
あ
る
。又
方
法
を
間
違
え
る
と
と
ん

で
も
な
い
答
を
得
る
こ
と
も
あ
る
。こ
う
い
う
事
を

考
え
る
と
一
人
の
人
間
の
見
識
の
高
さ
と
い
う
こ
と

が
と
て
も
大
切
な
こ
と
に
な
る
。見
識
が
宗
教
心
と

信
仰
心
に
依
っ
て
な
る
人
が
人
間
社
会
に
大
切
な
人

で
は
な
か
ろ
う
か
。学
問
す
る
人
の
心
が
と
て
も
大

切
な
こ
と
で
あ
る
と
思
え
る
。行
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
も
全
く
同
様
な
こ
と
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
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仰
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ね
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な
ら
な
い
。
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せ
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域
を
発
現
出
来
る
か
否
か
は
、学
問
の
師
と
行
の
師

に
恵
ま
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
同
時
に
自
分
自
身
で
自

立
出
来
る
心
の
強
さ
に
恵
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。釈
尊
や
キ
リ
ス
ト
の
よ
う
な
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は
宗
教
的
天

才
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、共
に
師
に
学
び
自
ら

行
じ
て
、強
い
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に
支
え
ら
れ
て
独
尊
と
な
ら
れ
て
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念
仏
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善
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大
師
の
実
修
に
依
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実
を
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、
然
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に
於
い
て
は
竜
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の
行

法
の
如
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に
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修
せ
ら
れ
た
り
、我
朝
の
恵
心
僧
都

は
こ
の
観
点
を
実
修
せ
ら
れ
た
る
人
な
り
、善
導
大

師
と
恵
心
僧
都
の
み
浄
土
教
の
中
に
て
は
大
切
に
心

し
て
学
ぶ
べ
き
な
り
、
法
然
上
人
の
如
く
に
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体
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し
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信
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ぜ
し
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が
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め
な
り
。
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け
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、我
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方
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楽
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土
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仏
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。
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故
に
所
歸
極

楽
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往
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仏
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仏
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け
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仏
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た
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念
仏
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を
得
て
、
こ
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よ
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極
楽
の
確
信
を
得
る
。
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い
る
。内
在
せ
る
精
神
の
秘
奥
を
発
現
出
来
た
と
い

う
事
は
、
一
体
何
に
依
っ
て
で
あ
ろ
う
。
強
い
心
を

信
仰
と
い
う
こ
と
ば
に
置
き
換
え
て
み
る
と
神
仏
へ

の
感
謝
報
恩
の
心
が
空
間
に
力
を
及
ぼ
す
時
、不
可

思
議
な
功
徳
と
い
う
か
、力
が
働
い
て
来
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
。正
に
天
地
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造
の
源
初
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目
に
見
つ

め
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て
い
る
よ
う
な
幸
せ
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

こ
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せ
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ら
発
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れ
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こ
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そ
、我
ら
人

間
を
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竜
樹
菩
薩
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陀
佛
と
共
に
常
に
浄
土
に
居
す

　
浄
土
教
と
は
極
楽
証
拠
の
釈
迦
如
来
に
依
っ
て
明

さ
れ
た
る
法
門
な
り
、釈
迦
如
来
の
後
は
竜
樹
菩
薩

を
も
っ
て
極
楽
の
人(

証
拠)

と
為
す
、
弟
子
天
親

菩
薩
を
も
っ
て
浄
土
教
と
名
づ
く
、
曇
鸞
は
竜
樹･

天
親
の
両
菩
薩
に
学
び
て
南
無
阿
弥
陀
佛
の
本
願
に

到
る
。善
導
大
師
に
依
り
て
南
無
阿
弥
陀
佛
の
口
称

三
昧
発
得
が
証
さ
れ
て
法
然
上
人
が
こ
こ
を
以
て
浄

土
宗
を
た
つ
る
。
阿
弥
陀
佛
は
観
佛
三
昧
経
を
道

(

縁)

し
る
べ
と
な
す
べ
く
、
極
楽
は
各
種
の
行
法
に

依
り
自
得
せ
ら
れ
た
る
な
り
、其
の
方
法
に
数
々
あ

り
、
〇
　
四
諦
、
○
　
八
正
道
、
〇
　
六
波
羅
密
、

○
　
七
覚
支
、
〇
　
十
二
因
縁
、
〇
　
三
十
七
道

品
、
○
　
観
仏
三
昧
、
○
　
念
仏
三
昧
、
○
　
禅
定
、

○
　
礼
拝
、
○
　
懺
悔
、
〇
　
六
念
、
〇
　
十
善
業
、

等
々
々
々

　
こ
れ
ら
の
法
の
内
で
口
称
念
仏
三
昧
は
天
親
菩
薩

と
曇
鸞
大
師
の
間
に
て
出
来
る
の
で
あ
ろ
う
？
　

　「
学
と
行
に
お
も
い
を
寄
せ
て
」

　
出
家
の
縁
に
恵
ま
れ
て
仏
弟
子
と
な
ら
せ
て
い
た

だ
き
初
々
し
い
頃
、
仏
教
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
と
、

仏
道
を
修
行
す
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。宗
教
書
即
ち
仏
教
書
を
読
ま
せ
て
い
た
だ

き
、
掃
除･

勤
行･

作
務
と
規
則
正
し
い
日
々
で

あ
っ
た
。
テ
レ
ビ･

新
聞･

ラ
ジ
オ
と
は
無
縁
の

日
々
が
過
ぎ
て
行
っ
た
。

　
今
考
え
見
つ
め
る
と
、
私
達
の
地
球
の
上
に
は

様
々
な
生
き
方
を
し
て
い
る
人
間
社
会
が
あ
る
。

文
字
と
こ
と
ば
が
あ
り
道
具
を
用
い
た
と
い
う
事

が
文
明
で
あ
る
な
ら
ば
、時
間
の
経
過
が
文
化
を
育

て
た
の
だ
と
思
え
る
。一
つ
一
つ
の
出
来
事
を
文
字

に
残
す
と
い
う
こ
と
の
積
み
重
ね
が
次
々
と
思
考
を

進
め
る
上
に
欠
か
せ
な
い
と
思
う
。積
み
重
ね
ら
れ

た
記
録
を
学
び
、思
考
を
進
め
て
行
く
と
い
う
こ
と

を
学
問
と
い
う
な
ら
ば
、私
達
は
学
問
を
す
る
と
い

う
こ
と
が
人
類
の
進
歩
発
展
に
欠
か
せ
な
い
事
と
思

う
。こ

の
様
な
形
を
取
り
続
け
る
な
ら
ば
、
二
十
世
紀

迄
の
歴
史
と
科
学
の
進
歩
、積
み
重
ね
の
意
義
が
理

解
し
易
い
様
に
思
え
る
。

　
学
問
す
る
と
い
う
こ
と
は
、人
間
に
大
切
な
方
便

で
あ
る
と
思
う
。然
し
表
が
あ
れ
ば
裏
も
あ
る
道
理

か
ら
、心
正
し
か
ら
ず
弱
い
人
が
学
問
を
自
分
だ
け

の
為
に
用
い
る
な
ら
ば
悪
い
結
果
に
な
る
こ
と
が
あ


